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2次方程式，2次不等式
炉解答は「考え方と解答」8ページ

基本問題

因数分解による方法で，次の2次方程式を解け。

（1）∬2－7∬＋10＝0

（8）∬2＋18∬＋81＝0

（5）2ヱ2－エー6＝0

解の公式を用いて，次の2次方程式を解け。

（1）∬2－3∬＋2＝0

（3）∬2＋4．だ＋1＝0

（5）3．だ2＋5エー3＝0

次の2次方程式の解を判別せよ。

（1）∬2－6．だ－2＝0

（3）2∬2－6∬＋3＝0

（5）－2∬2－3∬＋4＝0

←　十÷

（2）ェ2＋6ェー7＝0

（4）∬2－ズー2＝0

（¢）3∬2＋5．だ＋2＝0

（2）J2＋∬＋1＝0

（4）2ガ」5∬＋1＝0

（6）9∬2－6∬＋1＝0

（2）2∬2＋7＝0

（4）2．だ2－6へ／すご＋9＝0

（6）4∬2－3∬＋2＝0

次の2次方程式が重解をもつように烏の値を定めよ。また，そのときの重解を求めよ。

（1）∬2－4g＋長一2＝0

（8）点∬2－4烏∬＋4＝0

次の2次不等式を解け。

（1）∬2－16＜0

（3）∬2－3．ズー4＞0

（5）∬2＋3ェ＜0

次の2次不等式を解け。

（1）∬2＋8∬＋16＞0

（8）∬2－2二だ＋4＜0

（5）∬2－3∬＋5≧0

（2）ェ2一点エ＋16＝0

（4）∬2－（ゑ＋3）ヱ＋2ゑ＋3＝0

（2）ェ2－25＞0

（4）ェ2＋2エー15＜0

（6）ェ2－13エー30≦0

（2）∬2－16∬＋64≦0

（4）∬2－6∬＋10＜0

（6）2∬2－5エー3＜0
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次の不等式を同時にみたすごの範囲を求めよ。

∬2－1≧0

∬2－2g＜0

（2）i
∬2＞∬

∬2－エー2≦0

次の不等式を同時にみたす∬の整数値を求めよ。

（1）i；…二…；：慧　　　（2）－∬＜2∬2＜∬・3

一　十←

標準問題
＋÷　　＋

次の2次方程式が解（実数解）をもつような烏（実数）の範囲を求めよ。

（1）∬2＋血＋烏（烏－3）＝0　　　　　　　（2）∬2－（烏＋1）∬＋2長一1＝0

すべての∬に対して次の不等式が成り立つような定数αの範囲を求めよ。

（1）∬2－（α＋4）∬＋α＋12＞0

（2）α∬2－∬＋α＞0

（千葉二大）

（近畿大一エ）

α＞0のとき，不等式α∬2－（2α2＋α－2）∬＋2α2－4α＜0をみたす∬の範囲をαを用いて表すと口

である。また，その範囲にあるよがつねに不等式∬2－3エー4＜0をみたすとき，αの値の範囲は［＝コ

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福岡大一二）

2次方程式∬2－α∬＋3＝0の1つの解が－3と　－2の間に，他の解が－2と－1の間にあるとき，

放物線のグラフを利用して，αの値の範囲を求めよ。

（1）次の不等式を同時にみたす∬の範囲を求めよ。

（∬－15）（エー5ノ盲）＜0，0＜∬＜6ノ盲

（2）次の不等式を同時にみたす実数∬が存在するための実数αの範囲を求めよ。

（エー3α2）（エーα3）＜0，0＜∬＜6α （専修大一法）

簡課 �「セミナーノート」第3講座9～12ページ 「数学αの完全整理」18～27ページ 
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放物線と直線
炉解答は「考え方と解答」10ページ

－基本問題－

次の2次関数のグラフと∬軸との位置関係（交わる，接する，共有点がない）を調べよ。

（1）ッ＝∬2－由一3　　　　　　　　　　（2）ッ＝一∬2＋お－4

（3）ッ＝与か2か2　　　　　（4）ッ＝一号糾∬＋3

2次関数ッ＝∬2－2．γ＋烏のグラフが次の条件をみたすとき，定数烏の値またはその範囲を求めよ。

（1）∬軸と2点で交わる。　　　　　　　（2）∬軸に接する。

（3）∬軸と共有点をもたない。

次の放物線と直線との共有点の個数を求めよ。

（1）ッ＝Jg，ツ＝∬＋2　　　　　　　　　（2）ッ＝－ヱ2＋1，ツ＝如＋5

（8）ッ＝－3虎2＋エー2，ツ＝－∬＋2　　　（4）ッ＝2∬2－お＋3，ツ＝2エー2

直線ッ＝お＋αと放物線ッ＝エ2－お＋4について，

（1）直線が放物線と接するようなαの値を求めよ。

（2）直線が放物線と交わるようなαの範囲を求めよ。

直線ッ＝2．γ＋8が放物線ッ＝尾∬2－2（1－烏）∬＋2烏＋1（烏＞0）とただ1つの共有点をもつように烏の

値を定めよ。

ツ＝尾∬2一触＋尾－3のグラフが次の条件をみたすとき，実数烏の範囲を求めよ。

（1）∬軸と共有点をもたない。

（2）直線ッ＝4と2点で交わる。

（8）直線ッ＝一2エー1と接する。

（4）直線ッ＝由一3と共有点をもたない。
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4．放物線と直線

放物線ッ＝∬2のグラフを∬軸方向にAツ軸方向に－クだけ平行移動して，直線2エーわー7＝0

と接するためには，ク＝［＝コであればよい。

3．点A（0，3），B（1，4），C（2，7）を通りッ軸に平行な軸をもつ放物線の方程式は

ッ＝⊂コェ2＋［＝コ∬＋⊂コであり，この放物線の接線で線分ACに平行なものの方程式は

ッ＝［＝コ∬＋口である。 （摂南大－エ）

2次関数ッ＝2∬2＋2エー4のグラフを∬軸方向にのみ平行移動し，直線ッ＝2エー1と按するようにし

たときの関数を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（徳島文理大一工）

－標準問題－

放物線ッ＝∬2－2∬＋3と直線ッ＝郡∬一m＋1（刑＞0）が共有点をもつとき，そのような刑の最小値

は［＝コであり，桝がこの値のとき，共有点の座標は［＝コである0　　　　　　　　　　（足利工大）

αは2＜α＜4をみたす実数とする。放物線

ッ＝∬2一触＋5　　　　　　　　　　　　　……①

の上の3点で，X座標が2，a，4であるものをそれぞれB，A，Cとする。A，Bを通る直線の方程

式は

ッ＝（α一丁⊂コ）エーイ⊂コα＋ウ［＝］

であり，Cを通りABに平行な直線の方程式は

ッ＝（α－エ［＝］）エーオ［＝コα＋カキロ

である。ABに平行で，放物線①とただ1つの共有点をもつ直線の方程式は

ッ＝（α－タロ）∬一三呂α2－α・サロ
……④

である。さらに，3直線⑨，⑨，④が等間隔に並ぶのはα＝－シロ＋ス⊂コノ盲∈ヨのときである。

（センター試験）

（1）2つの放物線ッ＝∬2＋1とッ＝一g2＋2∬の両方に接する直線の方程式はッ＝［＝コとッ＝口

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（久留米大一文）

（2）2つの放物線ッ＝エ2＋1とッ＝－2∬2との共通接線はッ＝口とッ＝［＝コである0（工学院大）

ッ＝∬2＋∬＋1のグラフに点P（α，あ）からひいた2本の接線が互いに垂直になるという。α，あのみ

たす条件を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神戸女大）
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畑上の正の部分にある点Pに対し，Pを通り放物線ッ＝∬雪と2点Q，Rで交わる直線を詔＝2

となるようにひく。Pがッ軸上の正の部分のどこにあっても，このようにひく直線はある1つの放物線

ツ＝払方2＋古に接する。係数α，あを定めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同志社大一経済）

放物線ッ＝∬2－α∬＋α2……①　が，αのすべての実数値に対し，ある1つの放物線

ツ＝∂∬2＋C∬＋d……⑨　と接するとき，占，C，dの値を求めよ。ただし，2曲線が按するとは，それ

らが1点で接線を共有することである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法政大一二）

放物線C：ツ＝∬2＋4g－3がある。

（1）原点に関して放物線Cと対称な放物線C′の方程式を求めよ。

（2）放物線Cを∬軸の正方向にαだけ平行移動して（1）の放物線C′　と共有点をもたないようにする。

αの値の範囲を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東海大一海洋）

次の3つの条件をすべてみたすように，関数′（∬）＝α∬2＋ろ∬＋Cの係数α，み，Cを定めよ。

（i）ッ＝′（∬）のグラフは点（1，1）を通る。

伍）ェ＝1におけるッ＝′（∬）の接線の傾きは2である。

㈲　直線ッ＝－2．だ＋7はッ＝′（∬）に接する。 （神戸商科大）

放物線ッ＝α∬2＋ろ∬＋Cは直線ッ＝∬＋1と接し，直線ッ＝∬－1から長さ1の線分を切りとるとい

う。αを求め，また，そのときろ，Cがみたす関係式を求めよ。　　　　　　　　　　　　（埼玉大）

（1）烏を与えられた定数とするとき，曲線ッ＝∬2＋∬＋1－針Elと直線ッ＝烏∬の異なる共有点の個

数を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関西学院大一社会）

（2）ち，りに関する連立方程式

ツ＝ズ2－21．両＋1，ツ＝∬＋烏

が異なる4つの実数解をもつための必要十分条件は，定数丘が口をみたすことである。（大阪薬大）

「セミナーノート」第22講座85～88ページ 「数学αの完全整理」18～22ページ 
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